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実験材料として純チタン・インプラント(直径 3.3mm, 長さ 8 mm, SLA)を用いた。そ
して，実験動物に生後 12 か月の雌のビーグル犬 3 頭の下顎両側前臼歯部(片側 3 本ず
つ計 6本)を抜去後，右側 2か所に紫外線(UV)処理インプラント(UV群)を，左側 2か所
に未処理インプラント(control 群)を即時埋入した。埋入後 90 日に，臨床及びデジタル X
線所見より骨結合を確認し，全てのインプラント体の辺縁下に結紮糸を結紮して実験的
インプラント周囲炎を惹起させた。埋入後 180 日に，臨床所見，デジタル X 線及び





その結果，臨床所見，デジタル X 線及び MicroCT から control 群と比較して，UV 群
では骨吸収の有意な進行抑制効果が認められた。SEM 像から control 群では骨吸収直下
における骨―インプラント体間は比較的広い間隙が認められ，UV群では微小な間隙が
わずかに認められた。さらに組織切片像より，control 群では骨―インプラント体間の骨
吸収直下および中間部おいては，骨結合が破壊されていたのに対し，UV群では骨結合
の維持が認められた。以上のことからチタンの光触媒活性を応用したインプラント体の
紫外線(UV)処理は，実験的インプラント周囲炎モデルにおいて，骨吸収の進行を抑制す
る可能性が示唆された。 
 
